
 
 

第２ 調査結果 

１ 自殺の現状及び自殺予防対策の取組状況等 

(1) 我が国における自殺の現状 

調査の結果 説明図表番号 

ア 我が国における自殺の現状 

(ｱ) 自殺者数等の推移 

我が国における年間自殺者数は、内閣府及び警察庁が平成 24 年３月に公

表した「平成 23 年中における自殺の状況」（以下「自殺状況資料」という。）

によれば、平成 10 年に３万人に達して以来、14 年連続して３万人を超える

状況となっている。 

自殺状況資料により自殺者数の推移をみると、表１のとおり、昭和 53 年

から平成９年までは、昭和 58 年及び 61 年に２万 5,000 人を超えたものの、

平成３年には２万 1,084 人まで減少し、その後２万人台前半で推移してい

た。しかし、経済不況等を背景として、平成 10 年に３万 2,863 人と、前年

の２万 4,391 人に比べ 8,472 人（34.7％）増加し、15 年には最多の３万 4,427

人となった。その後、平成 21 年までは、３万 2,000 人台から３万 3,000 人

台で推移し、平成 23 年は３万 651 人（前年比 1039 人（3.3％）減少）とな

っている。これは、一日平均約 84 人が自殺に至っているということになる。 

   

表１ 昭和 53 年以降の自殺者数の推移 

（単位：人）  

 
 （注）自殺状況資料に基づき当省が作成した。 

 

また、自殺死亡率（注１）の推移をみると、表２のとおり、昭和 53 年か

ら平成９年までは、年間自殺者数が２万 5,000 人を超えた昭和 58 年及び 61

年にそれぞれ 21.1 及び 21.0 となっているが、ほぼ 20.0 以下で推移してい
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る。年間自殺者数が３万人に達した平成 10 年には 26.0 となり、その後、15

年にはそれまでで最高の 27.0、23 年は 24.0 となっている。 

（注１） 自殺死亡率は、人口 10 万人当たりの自殺者数を表す（自殺者数÷人口×100,000

人）。人口は、総務省統計局の人口推計（毎年 10 月１日現在）の総人口に基づく

（平成 23 年は概算値）。 

   

表２ 昭和 53 年以降の自殺死亡率の推移 

（単位：人） 

 

 （注）自殺状況資料に基づき当省が作成した。 

 

(ｲ) 総死亡者に占める自殺者数の割合等 

厚生労働省が平成 23 年 12 月に公表した「平成 22 年（2010）人口動態統

計（確定数）の概況」（以下「平成 22 年人口動態統計」という。）に基づき、

平成 22 年における死因別の死亡者数をみると、自殺による死亡の順位は、

悪性新生物（29.5％）、心疾患（15.8％）、脳血管疾患（10.3％）、肺炎（9.9％）、

老衰（3.8％）、不慮の事故（3.4％）に次いで７位（2.5％）となっているが、

５歳階級年齢別では、15 歳から 39 歳の５階級で１位となっている。また、

男性の自殺による死亡（3.3％）は死因別で６位であるが、５歳階級年齢別

では、20 歳から 44 歳の５階級で１位となっており、女性の自殺による死亡

（1.5％）は死因別で８位であるが、５歳階級年齢別では、15 歳から 34 歳

の４階級で１位となっている。 

なお、厚生労働省が公表している「自殺未遂者・自殺者親族等のケアに関

する検討会報告書」（平成 20 年３月）では、「自殺未遂者は自殺者の少なく

とも 10 倍存在するという報告もある」とされており、これにより単純計算

すれば、年間の自殺者及び自殺未遂者の合計は約 33 万人と推計される。 

一方、交通事故死者数をみると、警察庁が平成 24 年１月に公表した「平

成 23 年中の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取締り状況について」

によれば、平成７年に１万 679 人であったものが毎年減少し、平成 23 年に

は 4,612 人（前年比 251 人（5.2％）減少）となっており、11 年連続して減

少している。これは、一日平均約 13 人が交通事故死しているということに
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なり、平成 23 年の一日平均自殺者数（約 84 人）の約６分の１となっている。 

なお、上記「平成 23 年中の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取締

り状況について」によれば、平成 23 年における年間交通事故死傷者数は 85

万 9,105 人となっている。 

 

表３ 自殺者数及び道路交通事故死者数の推移（平成７年～23 年） 

（単位：人） 

 
 （注）自殺状況資料及び警察庁が平成 24 年１月に公表した「平成 23 年中の交通死亡事故

の特徴及び道路交通法違反取締り状況について」に基づき当省が作成した。 

 

(ｳ) 属性別等にみた自殺者数の状況 

ⅰ 男女別の自殺者数の状況 

自殺状況資料により男女別の自殺者数をみると、平成 23 年は、自殺者３

万 651 人のうち、男性が２万 955 人（68.4％）、女性が 9,696 人（31.6％）

となっている。 

男女別の自殺死亡率をみると、平成 23 年は、男性が 33.7（前年は 35.9）、

女性が 14.8（同 14.4）となっており、前年に比べ、男性の自殺死亡率は減

少しているが、女性の自殺死亡率は増加している。 

また、自殺者数が急増する直前の平成９年は、自殺者数２万 4,391 人のう

ち、男性が１万 6,416 人（67.3％）、女性が 7,975 人（32.7％）と男性が約

３分の２を占めていたが、10 年には、自殺者数３万 2,863 人のうち、男性

が２万 3,013 人（70.0％）、女性が 9,850 人（30.0％）と男性の割合は増加

傾向を示し、15 年には、自殺者３万 4,427 人のうち、男性が２万 4,963 人

（72.5％）、女性が 9,464 人（27.5％）と男性が全体の約４分の３を占めた。 

なお、自殺者数が急増した平成 10 年における自殺者数の対前年比増加率

が 34.7％であるのに対し、男性の自殺者数の対前年比増加率は 40.2％、女

性の自殺者数の対前年比増加率は 23.5％となっており、同年においては、
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男性の自殺者の増加が著しいことが分かる。 

  

表４ 男女別自殺者数の推移（平成９年～23 年） 

（単位：人） 

  
 （注）自殺状況資料に基づき当省が作成した。 

 

ⅱ 年齢階級別の自殺者数の状況 

自殺状況資料により年齢階級別の自殺者数をみると、表５のとおり、平成

23 年は、自殺者３万 651 人のうち、60 歳代が 5,547 人（18.1％）と最も多

く、次いで 50 歳代が 5,375 人（17.5％）、40 歳代が 5,053 人（16.5％）、30

歳代が 4,455 人（14.5％）の順となっている。 

また、平成 22 年人口動態統計等によると、表６のとおり、特に中高年男

性の自殺者数は平成 10 年に急増する以前から現在に至るまで高水準で推移

しており、平成22年の30歳代から60歳代の男性の自殺者数は14,961人で、

自殺者全体の 50.6％を占めている。 

 

表５ 年齢階級別自殺者数（平成 23 年） 

  

  （注）自殺状況資料に基づき当省が作成した。 
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表６ 中高年男性の自殺者数の推移（平成９年～22 年） 

（単位：人、％） 

  
 （注）１ 厚生労働省の「平成 16 年度自殺死亡統計」及び「平成 22 年人口動態統計」に

基づき、当省が作成した。 

２ 中高年男性とは、30 歳代～60 歳代の男性を表す。 

 

ⅲ 職業別の自殺者数の状況 

自殺状況資料により、職業別の自殺者数をみると、表７のとおり、平成

23 年は、自殺者３万 651 人のうち、無職者が１万 8,074 人（59.0％）と最

も多く、次いで、被雇用者・勤め人が 8,207 人（26.8％）、自営業・家族従

業者が 2,689 人（8.8％）、学生・生徒等が 1,029 人（3.4％）と続いている。 

また、この職業別の自殺者数の順位は、表８のとおり、平成 10 年に自殺

者が急増する以前から同様の傾向で推移している。 

 

表７ 平成 23 年における職業別自殺者数 

  

 （注）自殺状況資料に基づき当省が作成した。 
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表８ 職業別自殺者数の推移（平成９年～23 年） 

（単位：人） 

 
 （注）１ 自殺状況資料及び警察庁が毎年公表していた「自殺の概要資料」に基づき当省が

作成した。 

２ 平成 19 年以降、「被雇用者・勤め人」の分類の中には「管理的職業」が、「無職者」

の分類の中には「主婦」が含まれている。 

 

ⅳ 原因・動機別の自殺者数の状況 

自殺状況資料によれば、平成 23 年の自殺者数３万 651 人のうち、自殺の

原因・動機が特定された者は２万 2,581 人（73.7％）、特定されなかった者

は 8,070 人（26.3％）となっている。 

自殺の原因・動機が特定された２万 2,581 人について、原因・動機別にみ

ると、健康問題が１万 4,621 人（64.7％）と最も多く、次いで経済・生活問

題が 6,406 人（28.4％）、家庭問題が 4,547 人（20.1％）、勤務問題が 2,689

人（11.9％）などとなっており、健康問題が６割以上を占めている（注２）。 

また、この原因・動機別の自殺者数の順位は、表９のとおり、平成 10 年

に自殺者が急増してからほぼ同様の傾向で推移している。 

（注２）警察庁の自殺統計原票は、遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定で

きる原因・動機を３つまで計上することとされているため、原因・動機別の自殺

者数の合計は原因・動機特定者数（２万 2,581 人）とは一致しない。 
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表９ 原因・動機別自殺者数の推移（平成９年～23 年） 

（単位：人） 

 
  （注）自殺状況資料及び警察庁が毎年公表していた「自殺の概要資料」に基づき当省が作

成した。 

 

ⅴ 都道府県別の自殺者数の状況 

自殺状況資料により、都道府県別の自殺者数についてみると、平成 23 年

は、多い順に、東京都 3,120 人、大阪府 1,924 人、神奈川県 1,852 人、埼玉

県 1,667 人、愛知県 1,634 人、少ない順では、徳島県 150 人、鳥取県 166

人、福井県 171 人、島根県 199 人、佐賀県 210 人などとなっている。 

また、自殺死亡率についてみると、多い順に、山梨県 36.1、秋田県 31.6、

新潟県 30.5、岩手県 30.1、宮崎県 29.8、少ない順では、奈良県 17.0、徳島

県 19.1、三重県 19.8、神奈川県 20.5、宮城県 20.6 などとなっている。 

 

イ 諸外国における自殺の現状 

(ｱ) 自殺者数等の比較 

世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）が公表した資料（以

下「ＷＨＯ資料」という。）に基づき、諸外国における自殺者の状況をみる

と、年間自殺者数については、インドが 12 万 7,151 人と最も多く、次いで

ロシア４万 2,855 人、アメリカ３万 2,559 人の順となっており、我が国は３

万 707 人で４位となっている。また、自殺死亡率を比較すると、リトアニア

が 34.1 と最も高く、次いで韓国 31.0、ロシア 30.1、ベラルーシ 27.4、ガ

イアナ 26.4、カザフスタン 25.6、ハンガリー24.6 の順となっており、我が

国は 24.4 で８位となっている（注）。 

（注）ＷＨＯ資料においては、年間自殺者数及び自殺死亡率のデータについて、国によ

り異なる年のデータが使用されており、我が国の年間自殺者数及び自殺死亡率につ

いては、厚生労働省の「平成 21 年人口動態統計」の数値が用いられている。 

なお、Ｇ８（主要８か国首脳会議：日本、アメリカ、イギリス、フランス、

ドイツ、イタリア、カナダ、ロシア）参加国において比較すると、我が国は、
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自殺者数についてはロシア、アメリカに次いで３位、自殺死亡率については

ロシアに次いで２位と、Ｇ８の中でも高い状況にある。 

(ｲ)  属性別等にみた自殺者数等の比較 

 ⅰ 男女別の自殺者数の状況 

ＷＨＯ資料に基づき、Ｇ８参加国における自殺者数の男女割合を比較する

と、いずれの国においても、男性の自殺者数の方が女性の自殺者数より多く

なっている。ロシアにおいては、自殺者数全体に対する男性の自殺者数の割

合が最も高く、全体の 83.1％を占めているが、我が国においては、全体の

自殺者数に対する男性の割合は 72.3％と、Ｇ８参加国の中では最も低くな

っている。 

また、自殺死亡率で比較しても、男性の自殺死亡率は女性の自殺死亡率よ

り高くなっている。男性の自殺死亡率をみると、我が国（36.2）はロシア

（53.9）に次いで２位となっているが、女性の自殺死亡率では、我が国はＧ

８参加国中で最も高い 13.2 となっている。 

 

 ⅱ 年齢階級別の自殺者数の状況 

ＷＨＯ資料に基づき、Ｇ８参加国における年齢階級別（５～14 歳、15～

24 歳、25～34 歳、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳、65～74 歳、75 歳～の

８階級別）の自殺者数についてみると、我が国においては、30 歳代後半か

ら 60 歳代前半の自殺者数が多くなっている。これに対し、ロシア、カナダ、

アメリカ及びイギリスにおいては、20 歳代後半から 50 歳代前半の自殺者数

が多く、イタリアにおいては、70 歳代後半の自殺者数が最も多くなってい

る。 

また、自殺死亡率についてみると、我が国においては、40 歳代後半から

70 歳代前半の自殺死亡率が高くなっているが、ドイツ、イタリアにおいて

は、それより年齢層の高い 50 歳代後半以上の自殺死亡率が高く、カナダ、

イギリスにおいては、20 歳代後半から 50 歳代前半の自殺死亡率が高くなっ

ている。また、ロシアにおいては、20 歳代後半以上の全階級で、自殺死亡

率が 30.0 を上回っており、75 歳以上の階級においては 40.7 と非常に高い

状況にある。 

 

 

 

 

 

表１-(1)-⑩ 

 

 

 

 

 

表１-(1)-⑪ 

 

 

 

 

 

表１-(1)-⑫ 

 

 

 

 

 

 

表１-(1)-⑬ 
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総数 男性 女性 総数 男性 女性

 昭和53年 20,788 12,859 7,929 18.0 22.7 13.6  

 54年 21,503 13,386 8,117 18.5 23.4 13.8  

     55年 21,048 13,155 7,893 18.0 22.9 13.3  

     56年 20,434 12,942 7,492 17.3 22.3 12.5  

     57年 21,228 13,654 7,574 17.9 23.4 12.6  

     58年 25,202 17,116 8,086 21.1 29.1 13.3  

     59年 24,596 16,508 8,088 20.5 27.9 13.2  

     60年 23,599 15,624 7,975 19.5 26.3 13.0  

     61年 25,524 16,497 9,027 21.0 27.6 14.6  

     62年 24,460 15,802 8,658 20.0 26.3 13.9  

     63年 23,742 14,934 8,808 19.3 24.7 14.1  

 平成元年 22,436 13,818 8,618 18.2 22.8 13.8  

      2年 21,346 13,102 8,244 17.3 21.6 13.1  

      3年 21,084 13,242 7,842 17.0 21.7 12.4  

      4年 22,104 14,296 7,808 17.8 23.5 12.4  

      5年 21,851 14,468 7,383 17.5 23.6 11.6  

      6年 21,679 14,560 7,119 17.3 23.7 11.2  

      7年 22,445 14,874 7,571 17.9 24.2 11.8  

      8年 23,104 15,393 7,711 18.4 25.0 12.0  

      9年 24,391 16,416 7,975 19.3 26.6 12.4  

     10年 32,863 23,013 9,850 26.0 37.2 15.3  

     11年 33,048 23,512 9,536 26.1 37.9 14.7  

     12年 31,957 22,727 9,230 25.2 36.6 14.2  

     13年 31,042 22,144 8,898 24.4 35.6 13.7  

     14年 32,143 23,080 9,063 25.2 37.1 13.9  

     15年 34,427 24,963 9,464 27.0 40.1 14.5  

     16年 32,325 23,272 9,053 25.3 37.4 13.8  

     17年 32,552 23,540 9,012 25.5 37.8 13.8  

     18年 32,155 22,813 9,342 25.2 36.6 14.3  

     19年 33,093 23,478 9,615 25.9 37.7 14.7  

     20年 32,249 22,831 9,418 25.3 36.7 14.4  

     21年 32,845 23,472 9,373 25.8 37.8 14.3  

     22年 31,690 22,283 9,407 24.9 35.9 14.4  

     23年 30,651 20,955 9,696 24.0 33.7 14.8
（注）１ 内閣府及び警察庁が平成24年３月に公表した「平成23年中における自殺の状況」に基づ

き当省が作成した。

自殺者数 自殺死亡率

表１－(1)－① 昭和53年以降の自殺者数、自殺死亡率の推移

２ 総数には、性別不詳を含む。
３ 自殺死亡率は、人口10万人当たりの自殺者数を表す（自殺者数÷人口×100,000人）。人
口は、総務省統計局の人口推計（毎年10月１日現在）の総人口に基づく（平成23年は概算
値）。
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順位

1 悪性新生物 29.5 悪性新生物 33.4 悪性新生物 25.2

2 心疾患（高血圧性を除く） 15.8 心疾患（高血圧性を除く） 14.0 心疾患（高血圧性を除く） 17.9

3 脳血管疾患 10.3 肺炎 10.0 脳血管疾患 11.2

4 肺炎 9.9 脳血管疾患 9.5 肺炎 9.8

5 老衰 3.8 不慮の事故 3.8 老衰 6.1

6 不慮の事故 3.4 自殺 3.3 不慮の事故 3.0

7 自殺 2.5 慢性閉塞性肺疾患 2.0 腎不全 2.3

8 腎不全 2.0 腎不全 1.7 自殺 1.5

9 慢性閉塞性肺疾患 1.4 老衰 1.7 大動脈瘤及び解離 1.2

10 肝疾患 1.4 肝疾患 1.7 糖尿病 1.2

（注）厚生労働省が平成23年12月１日に公表した「平成22年人口動態統計（確定数）」に基づき当省が作成
した。

表１－(1)－② 主な死因の構成割合（平成22年）

総数 男性 女性

（単位：％）
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（総数）

死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％)

10～14歳 不慮の事故 121 21.9 悪性新生物 116 21.0 自殺 63 11.4

15～19歳 自殺 451 31.7 不慮の事故 424 29.8 悪性新生物 150 10.5

20～24歳 自殺 1,372 49.8 不慮の事故 553 20.1 悪性新生物 217 7.9

25～29歳 自殺 1,630 47.4 不慮の事故 514 15.0 悪性新生物 372 10.8

30～34歳 自殺 1,920 39.7 悪性新生物 760 15.7 不慮の事故 570 11.8

35～39歳 自殺 2,345 31.0 悪性新生物 1,598 21.2 心疾患 756 10.0

40～44歳 悪性新生物 2,779 27.3 自殺 2,325 22.9 心疾患 1,106 10.9

45～49歳 悪性新生物 4,731 32.6 自殺 2,465 17.0 心疾患 1,735 11.9

50～54歳 悪性新生物 8,690 39.5 心疾患 2,636 12.0 自殺 2,615 11.9

55～59歳 悪性新生物 17,815 45.3 心疾患 4,674 11.9 脳血管疾患 3,185 8.1

60～64歳 悪性新生物 31,925 48.3 心疾患 8,069 12.2 脳血管疾患 5,180 7.8

（男）

死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％)

10～14歳 不慮の事故 93 26.6 悪性新生物 63 18.0 自殺 42 12.0

15～19歳 不慮の事故 312 33.2 自殺 301 32.0 悪性新生物 93 9.9

20～24歳 自殺 1,014 51.7 不慮の事故 425 21.7 悪性新生物 134 6.8

25～29歳 自殺 1,201 49.8 不慮の事故 395 16.4 悪性新生物 197 8.2

30～34歳 自殺 1,342 42.2 不慮の事故 436 13.7 悪性新生物 321 10.1

35～39歳 自殺 1,719 35.3 悪性新生物 624 12.8 心疾患 584 12.0

40～44歳 自殺 1,755 26.5 悪性新生物 1,185 17.9 心疾患 866 13.1

45～49歳 悪性新生物 2,257 23.6 自殺 1,862 19.5 心疾患 1,391 14.5

50～54歳 悪性新生物 4,678 32.0 心疾患 2,075 14.2 自殺 2,011 13.7

55～59歳 悪性新生物 10,735 39.6 心疾患 3,722 13.7 脳血管疾患 2,337 8.6

60～64歳 悪性新生物 20,891 45.3 心疾患 6,283 13.6 脳血管疾患 3,634 7.9

（女）

死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％) 死因 死亡数(人) 割合(％)

10～14歳 悪性新生物 53 26.1 不慮の事故 28 13.8 自殺 21 10.3

15～19歳 自殺 150 31.2 不慮の事故 112 23.3 悪性新生物 57 11.9

20～24歳 自殺 358 45.3 不慮の事故 128 16.2 悪性新生物 83 10.5

25～29歳 自殺 429 41.9 悪性新生物 175 17.1 不慮の事故 119 11.6

30～34歳 自殺 578 34.8 悪性新生物 439 26.4 不慮の事故 134 8.1

35～39歳 悪性新生物 974 36.2 自殺 626 23.3 不慮の事故 174 6.5

40～44歳 悪性新生物 1,594 45.1 自殺 570 16.1 心疾患 240 6.8

45～49歳 悪性新生物 2,474 49.8 自殺 603 12.1 脳血管疾患 421 8.5

50～54歳 悪性新生物 4,012 54.4 脳血管疾患 650 8.8 自殺 604 8.2

55～59歳 悪性新生物 7,080 58.1 心疾患 952 7.8 脳血管疾患 848 7.0

60～64歳 悪性新生物 11,034 55.3 心疾患 1,786 9.0 脳血管疾患 1,546 7.8

表１－(1)－③ 死因順位別にみた年齢階級・性別死亡数・構成割合（平成22年）

（注）１ 厚生労働省が平成23年12月１日に公表した「平成22年人口動態統計（確定数）」に基づき当省が作成し
た。

２ 「割合（％）」欄は、それぞれの年齢階級別死亡数を100とした場合の割合を表す。

年齢階級
第１位 第２位 第３位

年齢階級
第１位 第２位 第３位

第１位 第２位 第３位
年齢階級
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表１－(1)－④ 厚生労働省公表「自殺未遂者・自殺者親族等のケアに関する検討会報告書」（平成 20

年３月）＜抜粋＞ 

２ 自殺未遂者のケアに関して  

（１）自殺未遂者のケアの現状と課題  

ア 自殺未遂者の実態 

自殺者の４割近くに過去の自殺未遂歴があり、また、救命救急センター等で入院に至った自

殺企図例のうち、42％に過去の自殺企図歴があるという報告がある。さらに、自殺未遂者や自

傷患者の３～12％が、その後に自殺したという報告や、自殺未遂者は自殺者の少なくとも 10 倍

存在するという報告から、自殺未遂者のケアに取り組むことは自殺予防を図るために、重要な

ことである。 

 

（注）下線は当省が付した。 

 

 

 

 

表１－(1)－⑤ 原因・動機別自殺者数（平成 23 年） 

区分 総数
原因・動機
特定者

原因・動機
不特定者

平成23年（人） 30,651 22,581 8,070

構成比（％） (100.0) (73.7) (26.3)

原因・動機の区分 健康問題
経済・生活

問題
家庭問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他

 平成23年（人） 14,621 6,406 4,547 2,689 1,138 429 1,621

原因・動機特定者
に占める割合

（％）
(64.7) (28.4) (20.1) (11.9) (5.0) (1.9) (7.2)

 

（注）１ 内閣府及び警察庁が平成 24 年３月に公表した「平成 23 年中における自殺の状況」に基づき当省
が作成した。 

   ２ 警察庁の自殺統計原票は、遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を
３つまで計上することとされているため、原因・動機別の自殺者数の合計は原因・動機特定者数（２
万 2,581 人）とは一致しない。 

 

-13-



表１－(1)－⑥ 都道府県別の自殺者数（平成23年）

（注）内閣府及び警察庁が平成24年３月に公表した「平成23年中における自殺の状況」に基づき当省が作成した。

なお、「平成23年中における自殺の状況」では、自殺の発生地における計上であり、自殺の者の居住地とは異なるとされている。
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福岡 8位 

兵庫 9位 
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茨城12位 
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京都14位 

栃木15位 
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岐阜17位 
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秋田32位 

宮崎33位 

山梨34位 

富山35位 

石川36位 

山形37位 

大分38位 

和歌山39位 

香川40位 

奈良41位 
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島根44位 

福井45位 

鳥取46位 

徳島47位 
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表１－(1)－⑦ 都道府県別自殺死亡率（平成23年）

３ 自殺死亡率は、人口10万人当たりの自殺者数を表す（自殺者数÷人口×100,000人）。人口は、総務省統計局の人口推計（毎年10月１日現
         在）の総人口に基づく（平成23年は概算値）。

（注）１ 内閣府及び警察庁が平成24年３月に公表した「平成23年中における自殺の状況」に基づき当省が作成した。

２ 「平成23年中における自殺の状況」では、自殺の発生地における計上であり、自殺の者の居住地とは異なるとされている。
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 表１－(1)－⑧ 自殺者数の国際比較

（注）世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。
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 表１－(1)－⑨ 自殺死亡率の国際比較

（注）世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。
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順位 国名 男性 女性 全体 データの時点

35,608 7,247 42,855

(83.1) (16.9) (100.0)

25,848 6,711 32,559

(79.4) (20.6) (100.0)

22,189 8,518 30,707

(72.3) (27.7) (100.0)

7,418 2,704 10,122

(73.3) (26.7) (100.0)

7,225 2,540 9,765

(74.0) (26.0) (100.0)

3,313 932 4,245

(78.0) (22.0) (100.0)

2,893 864 3,757

(77.0) (23.0) (100.0)

2,734 879 3,613

(75.7) (24.3) (100.0)

順位 国名 男性 女性 全体 データの時点

1 ロシア連邦 53.9 9.5 30.1 2006年

2 日本 36.2 13.2 24.4 2009年

3 フランス 24.7 8.5 16.3 2007年

4 ドイツ 17.9 6.0 11.9 2006年

5 カナダ 17.3 5.4 11.3 2004年

6 アメリカ合衆国 17.7 4.5 11.0 2005年

7 英国 10.9 3.0 6.9 2009年

8 イタリア 10.0 2.8 6.3 2007年

（注）世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。

8

ドイツ

英国

 表１－(1)－⑪ Ｇ８（主要８か国首脳会議）における自殺死亡率の男女比較

（注）世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。
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6

7
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日本

フランス

2009年

2007年

イタリア

カナダ

 表１－(1)－⑩ Ｇ８（主要８か国首脳会議）における自殺者数の男女比較

1

3

4

5

2
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（総数）

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 276 6,188 8,558 7,420 8,789 4,129 4,152 3,102 42,855

2 アメリカ合衆国 272 4,202 4,981 6,536 6,976 4,195 2,338 3,051 32,559

3 日本 55 1,931 3,742 4,892 5,233 6,375 4,424 3,864 30,707

4 フランス 22 511 1,047 1,905 2,254 1,535 1,072 1,776 10,122

5 ドイツ 29 566 783 1,598 1,880 1,475 1,663 1,771 9,765

6 英国 7 416 697 1,025 903 605 300 292 4,245

7 イタリア 9 206 438 567 611 566 593 767 3,757

8 カナダ 28 480 591 799 839 449 229 198 3,613

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 201 5,319 7,584 6,486 7,534 3,458 3,104 1,701 35,608

2 アメリカ合衆国 204 3,489 4,059 5,053 5,257 3,241 1,935 2,603 25,848

3 日本 34 1,326 2,657 3,668 4,131 4,988 2,993 2,216 22,189

4 フランス 16 397 843 1,425 1,646 1,021 755 1,315 7,418

5 ドイツ 20 454 629 1,243 1,406 1,098 1,215 1,160 7,225

6 英国 4 332 564 830 712 457 219 195 3,313

7 イタリア 5 170 354 422 461 435 450 596 2,893

8 カナダ 17 379 477 601 609 332 165 154 2,734

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 75 869 974 934 1,255 671 1,048 1,401 7,247

2 アメリカ合衆国 68 713 922 1,483 1,719 954 403 448 6,711

3 日本 21 605 1,085 1,224 1,102 1,387 1,431 1,648 8,518

4 フランス 6 114 204 480 608 514 317 461 2,704

5 ドイツ 9 112 154 355 474 377 448 611 2,540

6 英国 3 84 133 195 191 148 81 97 932

7 イタリア 4 36 84 145 150 131 143 171 864

8 カナダ 11 101 114 198 230 117 64 44 879

（注）１ 世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。

３ 順位は、Ｇ８参加国における自殺者（総数）の順位を表す。

４ 各国のデータの時点は、ロシア（2006年）、日本（2009年）、フランス（2007年）、ドイツ（2006年）、カナダ
（2004年）、アメリカ（2005年）、イギリス（2009年）、イタリア（2007年）である。

５ 表中で着色したものは、各国において自殺者数が多い（１位から３位まで）年齢階級を表す。また、二重線で囲
んだものは、自殺者数が最も多い階級を表す。

（女性）

順位 国名

年齢階級

全体

２ 世界保健機関の資料においては年齢不詳の自殺者数が省略されているため、各年齢階級の合計と「全体」欄の数
        字は一致しない場合がある。

（男性）

順位 国名

年齢階級

全体

 表１－(1)－⑫ Ｇ８（主要８か国首脳会議）における自殺者の年齢別の比較

順位 国名

年齢階級

全体
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（総数）

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 2.0 25.8 39.8 36.9 38.6 31.4 33.8 40.7 30.1

2 日本 0.5 15.2 23.9 27.2 34.1 34.6 29.1 28.3 24.4

3 フランス 0.3 6.5 13.3 21.7 26.7 20.9 21.6 33.5 16.3

4 ドイツ 0.4 5.9 8.0 11.6 15.5 15.6 17.9 26.0 11.9

5 カナダ 0.7 11.1 13.5 15.5 17.5 13.3 10.3 10.3 11.3

6 アメリカ合衆国 0.7 10.0 12.4 14.9 16.4 13.8 12.5 16.8 11.0

7 英国 0.1 5.1 8.7 11.4 10.8 8.3 5.7 6.0 6.9

8 イタリア 0.2 3.4 5.4 5.9 7.5 7.9 9.6 13.5 6.3

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 2.8 43.7 70.9 66.3 71.4 61.6 70.0 86.5 53.9

2 日本 0.6 20.4 33.3 40.3 53.6 55.1 41.8 42.8 36.2

3 フランス 0.4 9.9 21.5 32.8 39.9 28.4 33.3 68.0 24.7

4 ドイツ 0.5 9.2 12.7 17.7 23.0 23.4 27.9 49.8 17.9

5 カナダ 0.8 17.0 21.5 23.2 25.5 19.9 15.7 20.7 17.3

6 アメリカ合衆国 1.0 16.1 19.9 23.0 25.2 22.2 22.7 37.8 17.7

7 英国 0.1 7.9 13.9 18.6 17.3 12.7 8.7 10.2 10.9

8 イタリア 0.2 5.5 8.6 8.7 11.5 12.5 15.7 28.3 10.0

5～14歳 15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～

1 ロシア連邦 1.1 7.4 9.0 9.1 10.3 8.9 13.3 24.8 9.5

2 日本 0.4 9.8 14.1 13.8 14.4 14.8 17.8 19.4 13.2

3 フランス 0.2 2.9 5.1 10.8 14.1 13.6 11.8 13.7 8.5

4 ドイツ 0.2 2.4 3.2 5.3 7.9 7.9 9.1 13.7 6.0

5 カナダ 0.6 4.8 5.3 7.7 9.5 6.8 5.5 3.7 5.4

6 アメリカ合衆国 0.3 3.5 4.7 6.8 8.0 6.1 4.0 4.0 4.5

7 英国 0.1 2.1 3.4 4.3 4.5 4.0 2.9 3.3 3.0

8 イタリア 0.1 1.2 2.1 3.0 3.7 3.6 4.3 4.8 2.8

（注）１ 世界保健機関（ＷＨＯ：World Health Organization）の資料に基づき、当省が作成した。

２ 順位は、Ｇ８参加国における自殺死亡率（総数）の順位を表す。

３ 各国のデータの時点は、ロシア（2006年）、日本（2009年）、フランス（2007年）、ドイツ（2006年）、カナダ
（2004年）、アメリカ（2005年）、イギリス（2009年）、イタリア（2007年）である。

４ 表中で着色したものは、各国において自殺死亡率が高い（１位から３位まで）年齢階級を表す。また、二重線で
囲んだものは、自殺死亡率が最も高い階級を表す。

（女性）

順位 国名

年齢階級

全体

（男性）

順位 国名

年齢階級

全体

 表１－(1)－⑬ Ｇ８（主要８か国首脳会議）における自殺死亡率の年齢別の比較

順位 国名

年齢階級

全体

-20-




